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Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 研究の経緯 

矢巾町では，小中学校における各種学力調査の結果から，算数・数学の成績に課題があった。そこで，平成 21

年度から矢巾町教育研究所が中心となり，子供たちに「考える力」を養うことを意識した学習指導が行われるよ

うになった。町内小学校 4 校中学校 2 校という規模を生かし，授業改善と家庭学習の工夫という手立てを小中で

連携し，確かな学力（学習意欲・知識理解・思考力・判断力・表現力）の育成に向けての取り組みが始まった。 

平成 24 年度からは，算数・数学において「『分かる喜び』『できた喜び』を感じられる授業の在り方」をテー

マにし，授業の実践研究が行われてきた。さらに平成 28 年度からは，上記テーマを達成するために「いわての

授業づくり 3 つの視点」を重点にした算数・数学の授業実践が行われ，研究が進められている。 

また，平成 29 年には新しい小学校学習指導要領（以下 新学習指導要領）が告示され，予測困難な社会の変化

に主体的に関わりよりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるよう，教育課程全体を通して育

成を目指す資質・能力が 3 つの柱で再整理されたり，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて学習の質を

一層高める授業改善が求められたりしている。 

このような新学習指導要領の基本方針を踏まえながら，矢巾町教育研究所の「『分かる喜び』『できた喜び』を

感じられる授業の在り方」にアプローチするために，本研究主題を設定し研究に取り組んだ。 

３ 研究のねらい 

どの子供にとっても算数・数学の学びを充実させるために，「数学的な見方・考え方」と「振り返り」を，意図

的に指導の中に位置付けることについて，文献研究と授業実践を通して明らかにする。 

４ 研究の方法 

（１）文献研究 

 先行文献や先行研究，講演を参考にしながら，授業をデザインしたり授業実践の価値付けを行ったりする。 

（２）授業実践 

 「数学的な見方・考え方」と「振り返り」を意図的に位置付けた算数授業の実践を行う。 

 

 

学びの充実にむけた算数授業の一考察 

～数学的な見方・考え方と振り返りを関わらせて～ 
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Ⅱ 本研究の構想 

１ 本研究主題の基本的な考え方 

（１）本研究主題に使われている言葉の捉え 

①「学びの充実」について 

矢巾町教育研究所では，子供が「わかる」「できる」授業の在り方を目指し研究を行っている。どの子にと

っても「わかる」「できる」学びを授業の中で実現し，授業を通して子供が変容を自覚できる学びを，本研究

でも目指したい。 

「わかる」「できる」は，新学習指導要領における「知識・技能」と大きな関連がある。「わかる」「できる」

が目指しているのは，子供が単純に「概念を覚える」「計算ができる」姿ではない。 

平成 28 年中教審答申には，次のような記述がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり，現代の子供たちの課題として，次のように整理することができる。 

 

 

 

 

これらの課題を解決することと，子供にとって「わかる」「できる」を目指した授業づくりは，大きく関連

している。 

また，「資質・能力の３つの柱」のうちの１つである「知識・技能」について，次のように述べている書籍

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で，判断の根拠や理由を明確に示しながら自分の考えを述べることなどについては課題が指摘され

ている。学ぶことの楽しさや意義が実感できているかどうか，自分の判断や行動がよりよい社会づくりに

つながるという意識を持てているかどうかという点では，肯定的な回答が国際的に見て相対的に低いこと

なども指摘されている。学ぶことと自分の人生や社会とのつながりを実感しながら，自らの能力を引き出

し，学習したことを生活や社会の中の課題解決に生かしていくという面には課題がある。 

中央教育審議会答申(平成 28 年 12 月 21 日)p.1 より抜粋 ※下線部は筆者による 

「判断の根拠を示して自分の考えを表現する力」が不十分であり， 

「自分の判断や行動に対する社会的な有用感が少ない」と感じており， 

「学習したことを生活や社会の中で発揮する」ことに課題がある。 

新学習指導要領においては，「知識・技能」が構造化されたり，身体化されたりして高度化し，適正な

態度や汎用的な能力となっていつでもどこでも使いこなせるように動いている状態，つまり「駆動」して

いるような状態となるよう身につけていくことこそが重要なのである。 

田村(2018)p.37 より抜粋 ※下線部は筆者による 

「質の高い知識」とは，単に「知っている」だけでなく，「分かって」「使える」知識を意味します。学

んだことを教室の外にも「持ち運べて」「活用でき」「（一生続く生活の中で）書き換えられる」知識だと

も言えます。 

国立教育政策研究所（2016）p.177 より抜粋 ※下線部は筆者による 
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これらをもとに，矢巾町教育研究所の目指す「できる」「わかる」を，次のように捉えた。 

 

 

 

以上のことから，本研究における「学びの充実」を次のように捉えた。 

 

 

 

 

   また，算数・数学における資質・能力を育成する学びの過程について，以下の資料が示され，算数・数学

で目指す学習過程が明確になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「数学的な見方・考え方」について 

新学習指導要領における算数科の目標は，次のような文言で始まっている。 

 

 

 

 

下線部の文言は小学校算数科だけではなく，中学校数学科，高等学校数学科でも共通して用いられている。

このことから，従来以上に小学校から高等学校までの全てを通じて，一貫した算数・数学の学習を目指すこ

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次の通り育成する

ことを目指す。（中略） 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編 p.21 より抜粋 ※下線部は筆者による 

「知識・技能」が構造化されたり身体化されたりして高度化し，学習したことを生活や社会の中で発揮

できるよう駆動している状態。 

算数・数学授業の中で，「知識・技能」が構造化されたり身体化されたりして高度化し，学習したこと

を生活や社会の中で発揮できるよう駆動している状態になるような学習活動を行うこと 

中央教育審議会答申別添資料 4-3 より抜粋
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とになったと考えることができる。矢巾町教育研究所は，町内の小学校と中学校が共通して研究を行ってい

ることから，9 年間を見通した学習指導を考える中で有効な環境にある。 

新学習指導要領解説算数編では，数学的な見方・考え方について次のように説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，田村(2018)によると，”そもそも「見方・考え方」とは教科の本質その中核である”（p.31）と述べ

ており，さらに「見方」と「考え方」のそれぞれについて次のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのことから，本研究における「数学的な見方・考え方」を次のように捉えた。 

 

 

 

 

 

算数の学習において，どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思考をしていくのかという，

物事の特徴や本質を捉える視点や，思考の進め方や方向性を意味することとなった。 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編 p.22 より抜粋 ※下線部は筆者による 

「見方・考え方」は一連のひとまとまりの言葉として表現されているものの，あえて分けて記すとすれ

ば，「見方・考え方」の「見方」とは，どのように対象を捉えるかといった教科等固有の対象を捉える視点

とすることができる。一方，「見方・考え方」の「考え方」とは，どのように対象と関わり，どのように対

象に迫るかという教科固有のアプローチやプロセスとすることができる。 

   

田村(2018)p.33 より抜粋 ※下線部は筆者による 

算数科における「数学的な見方・考え方」は，「事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉

え，根拠を基に筋道を立てて考え，統合的・発展的に考えること」として整理することができる。 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編 p.23 より抜粋  ※下線部は筆者による 

算数・数学の既習事項を基に対象を捉え，その対象に迫るための思考の進め方や方向性のこと 
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③「振り返り」について 

学習活動としての「振り返り」は，様々な先行研究で研究されている子供の学びを充実させるための学習

の手立ての一つである。振り返り方は多様で，指導者の意図によって様々な方法がとられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「振り返り」も指導者が意図をもって学習活動に仕組む必要がある。例えば，「振り返り」を次のよ

うに 3 つの意味に分けて捉えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，学習の手立てではない「振り返り」もある。算数・数学における新たな問題に出会う際，子供が対

象を捉えようとする時には数学的な見方・考え方を働かせる。数学的な見方・考え方を働かせる時は，子供

が自らの既習事項を「振り返って」思考し，対象を捉えようとしている際中である。 

他にも，問題を解決するための見通しをもつ時や，問題を様々な方法で解決しようと思考している時にも，

数学的な見方・考え方を働かせ，今まで学習したことを振り返りながら目の前の問題を捉えようとしたり迫

ろうとしたりしている。 

そう考えると，子供が授業の中で振り返っている場面は，授業の終末に行われる「振り返り」の時だけで

はなく，学習活動の中の様々な場面で，様々なことを「振り返りながら」学習しているといえる。 

これらの「手立てとしての振り返り」と「数学的な見方・考え方を子供が」2 つの「振り返り」を分けて考

え，それぞれを本研究の「振り返り」として捉え用いることとした。 

なお，学習の手立てとしての「振り返り」は，いわての授業づくり 3 つの視点のうちの 1 つである。 

＜主に授業の終末に用いられる振り返りの方法（一部）＞ 

・子供の言葉による振り返り（学習した内容や学習した様子について想起し自分の言葉で振り返る等） 

・自己評価による学びの達成度等の振り返り（◎〇△など観点を示して振り返る等） 

・問題を解決することによる本時の学習の振り返り（問題解決を通して，学んだ概念等を統合的・発展的

に捉える等） 

など 

「振り返り」の場面には，大きく 3 つの意味がある。1 つは，学習内容を確認する振り返り。2 つは，

学習内容を現在や過去の学習内容と関係付けたり，一般化したりする振り返り。3 つが，学習内容を自ら

とつなげ自己変容を自覚する振り返りである。 

 

田村(2018)p.20 より抜粋 ※下線部は筆者による 
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（２）本研究主題の目指す具体的な姿 

①矢巾町教育研究所の研究との関わり 

本研究所の研究主題「確かな学力の育成～小・中の連携，学校・家庭の連携による主体的な学びを目指し

て～」を受け，本研究所算数・数学部会の研究主題「『できる』『わかる』授業の在り方」が設定されている。

算数・数学の基礎学力育成を目指して，たくさんの部員によって研究が進められている。 

その本部会では，次のような 3 つの研究の視点を位置付けている。いわての授業づくり 3 つの視点に関わ

らせて設定した視点である。 

 

 

 

 

この 3 つの視点とも関わらせて，学びの充実を図る算数授業について考えていくことにした。 

 

②本研究の具体的な方向性 

次のような学びの充実を図ることができるような，算数・数学の授業づくりを目指す。 

 

 

 

 

算数・数学における学びの充実に迫るための視点の 1 つとして，本研究では「数学的な見方・考え方」と「振

り返り」を関わらせた授業づくりが有効であると考えた。授業の中で，どのような見方・考え方を働かせて考

えていくのか，どのようなことを振り返って考えていくのかを意図的に位置付ける。 

また，終末における「手立てとしての振り返り」として，習熟問題・発展問題を取り入れる。岩手大学教育

学部附属小学校算数科研究部が提案している学習問題の形式の一つである『問題② 1』を取り入れる。そうす

ることで，子供たちは本時の学習内容を振り返りながら，本時の学びを統合的・発展的に考えていくようにさ

せる。 

 

 

 

 

                                                  
1 岩手大学教育学部附属小学校算数科研究部が提案している学習問題の形式の 1 つ。導入問題である「問題

①」で創造した概念，原理法則，処理法の妥当性を検討して一般化を図ったり，本時で学習したことを統合

的・発展的に考えたりすることをねらって設定される。詳細は，「岩手大学教育学部附属小学校教育研究会研究

紀要第 31～33集」を参照のこと。 

算数・数学授業の中で，「知識・技能」が構造化されたり身体化されたりして高度化し，学習したこと

を生活や社会の中で発揮できるよう駆動している状態になるような学習活動を行うこと 

①板書の構造化を図ること 

②数学的活動の充実 

③評価問題を解いたり身についた力を確認したりして学習の成果を実感させること 
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２ いわての授業づくり 3つの視点 
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Ⅲ 本研究の実際 

１ 授業の実践 

（１）指導のねらいと本研究との関わり 

今回の実践では，矢巾町教育研究所算数・数学部会で位置付けて研究している 3 つの研究の視点につい

て，次のように位置付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 板書の構造化 

本時は，たくさんの子供たちが知っている乗法の筆算処理の「ななめにかけること」について，そのことの表

す意味を数学的な見方・考え方を働かせて考えさせたい。今回働かせてほしい主な数学的な見方・考え方は，「位

ごとに分けて処理することの良さ」である。そのことから，「分ける」ということをキーワードとして板書に位

置付ける。 

 

② 数学的活動の充実 

 加法の筆算形式を想起させたり前時に学習した「十の位と一の位に分けて処理させたりすることで，既習の計

算方法に帰着することができる」ことを生かしながら，乗法の筆算処理の「ななめにかけること」の意味を考え

る活動を行う。 

 

③ 評価問題を解いたり身についた力を確認したりして学習の成果を実感させること 

本時の問題①と問題②を，以下のように設定し，統合的・発展的に考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ① 問 題 ② 

「２３×３」の筆算の仕方を考えよう。 

   

「２０×４」の筆算の仕方を考えよう。 

   

2 3

× 3

2 3

× 3

9 ・・・ 3 ×3

6 0 ・・・ 20×3

6 9

2 0

× 4

2 0

× 4

0 ・・・ 0 ×4

8 0 ・・・ 20×4

8 0

① 板書の構造化 

→児童が数学的な見方・考え方を働かせた「振り返り」がしやすいよう，数学的な見方・考え方に関わ

るキーワードを板書に位置付ける。 

② 数学的活動の充実 

→数学的な見方・考え方を働かせ，既習事項を活用しながら導入問題である「問題①」を考えさせる。

全体で問題①を考え自力解決は行わない。終末の段階で取り上げる「問題②」では，問題①で考えた

数理を生かした自力解決を取り入れる。 

③ 評価問題を解いたり身についた力を確認したりして学習の成果を実感させること 

→「手立てとしての振り返り」として，統合的・発展的に考えさせる「問題②」の設定 
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（２）指導案 

第３学年算数科学習指導案 

日 時 平成 30 年 9 月 28 日（金）5 校時 

場 所 3 年 2 組教室 

児 童 3 年 2 組（男子 16 名 女子 11 名 計 27 名） 

指導者 菊 池  信 夫 

１．単元名 かけ算のしかたを考えよう【かけ算の筆算（１）】 

 

２．単元目標 

  ２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算について理解し，その計算が確実にできるようにするとともに，

それを適切に用いる能力を伸ばす。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（ア）２～３位数×１位数の乗法の

計算は，乗法九九などの基本

的な計算を基にしてできてい

ることを理解すること。 

（イ）乗法の計算が確実にでき，それ

を適切に用いること。また，そ

の筆算の仕方について理解す

ること。 

（ウ）乗法に関して成り立つ性質に

ついて理解すること。 

（ア）数量の関係に着目し，計算の仕

方を考えたり計算に関して成

り立つ性質を見いだしたりす

るとともに，その性質を活用し

て，計算を工夫したり計算の確

かめをしたりすること。 

（ア）２～３位数×１位数の乗法の筆

算の仕方を，乗法九九などの基

本的な計算を基にできること

の良さに気づき，学習に生かそ

うとすること。 

（イ）乗法計算に関して成り立つ性質

を用いた計算の工夫を通して，

問題解決などにおいて，よりよ

いものを求め続けたり多面的

に考えようとしたりすること。 

 

３．単元について 

（１） 内容について 

本単元では，乗法に関して成り立つ性質について理解し，その性質を用いて，２位数や３位数に１位数をか

ける乗法の計算の仕方を考える。そして，これらの乗法が乗法九九などの基本的な計算を基にしてできること

を理解するとともに，その計算が確実にできるようにする。 

 第１次では，乗法九九の計算を基にして，何十×１位数や何百×１位数の計算の仕方を考える。例え被乗数

が２位数であっても，乗法九九などの基本的な計算を基にして考えることで，既習の乗法計算のように計算

することができることを扱う。 

第２次では，２位数×１位数の計算の仕方を考える。また，初めて乗法の筆算の仕方についても扱う。２３

を２０と３というように被乗数をいくつかの数のまとまりとみて２位数×１位数の計算の仕方について考えた

後に，乗法の筆算形式について考えを広げていく。 

第３次では，３位数×１位数の計算の仕方を考える。３位数×１位数の計算の仕方を考えるときには，２位

数に１位数をかける計算の仕方を基に類推的に考えることを大切にする。 

第４次では，乗法の交換法則，結合法則，分配法則について指導する。交換法則や結合法則を用いることで

乗法計算を工夫して行うことができたり，乗法の筆算に分配法則が用いられたりすることを扱う。このよう
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な計算の工夫を通して，問題解決などにおいてよりよいものを求め続けようとする態度や，多面的に考えよ

うとする態度が育成されるようにする。 

（２） 児童について 

  児童は，第２学年の学習で，乗法について数量の関係に着目し，乗法の意味や計算の仕方を考えたり計算に

関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをし

たりすることなどを指導してきている。しかし，乗法計算において，計算処理の仕方は身についているもの

の，関数的な見方や式の表す意味を捉えるなどの数量関係についての理解は十分とはいえない。 

 そこで，単元を通して，数直線図やアレイ図などの図を使って乗法計算を表現したり，多面的な見方で数に

着目させたりすることを重視することで，乗法計算の理解の深まりをねらう。さらに，以下に述べる本研究と

の関わりについて手立てを講じることで，本単元の学習を児童にとってより充実したものになるようにした

い。 

（３） 本研究との関わりについて 

【手立て１】 数学的な見方・考え方を働かせた「振り返り」の扱い方 

数学的な見方・考え方とは，「算数・数学の既習事項を基に対象を捉え，その対象に迫るための思考の進め

方や方向性のこと」である。そこで，本単元で働かせる数学的な見方・考え方を以下のように捉えた。 

 

 

そして，学習の最後に行う学習感想に，この数学的な見方・考え方を焦点化して記述させることによっ

てより充実した学びをねらう。例えば「乗法九九を使って２位数×１位数を考えることができることを知

った。」「２位数×２位数も同じように考えればできるのではないか。」など，既習の知識を統合的・発

展的に考えようとしたりさせたい。 

このように数学的な見方・考え方を働かせながら数理に関わっていくことで，これまで学習してきた乗

法計算を活用して２位数×１位数の計算ができることや乗法の性質の意味理解が深まったりすると考え

る。そして，数学的な見方・考え方がより豊かになっていくと考える。 

【手立て２】 本時の学習内容の充実を図る「問題②」の扱い方 

  習熟問題として，また評価問題として本時の終末に行われる類似問題がある。本時のねらいを達成させ

るために行うものであるが，この問題をより統合的・発展的に考え理解を深められるよう問題を設定する。

計算処理をすることだけではなく，導入問題である問題①で学んだことと比較するとどういうことがいえ

るのかを大切にしたい。そして，本時で学んだことをより深く理解させたい。 

 

４．単元の指導計画と評価の計画（全１５時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 主 な 評 価 規 準 

１ １ ・２０×３の計算の仕方を考える。 

・乗法九九を基にして計算をする。 

 乗法九九の計算を基にして，何十×１位数の計算を考

えようとしている。態度 

２ ・２０×３の計算をする。 

・何十×１位数の計算をする。 

 乗法九九の計算を基にして，何十×１位数の計算をす

ることができる。知技 

３ ・２００×３の計算をする。 

・何百×１位数の計算をする。 

 何十×１位数の計算を基にした，何百×１位数の計算

の仕方を理解している。知技 

２ １ ・２３×３の計算の仕方を考える。 

・２３をいくつかの数のまとまりとみる。 

 被乗数をいくつかの数のまとまりとみて，２位数×１

位数の計算の仕方を説明することができる。思判表 

対象を乗法の数量関係として捉え，既習の演算方法を基に統合的・発展的に考えること 
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２ ・２３×３の筆算の仕方を考える。 

・２３を２０と３に分けて計算する。【本時】 

被乗数を何十と１位数を併せた数とみて，２位数×１

位数の筆算をすることができる。思判表  

３ ・１６×４の筆算の仕方を考える。 

・１６×４の筆算をする。 

２位数×１位数（一の位の部分積が２桁の場合）の

筆算ができる。知技  

４ ・４２×３の筆算の仕方を考える。 

・４２×３の筆算をする。 

２位数×１位数（十の位の部分積が２桁の場合）の

筆算ができる。知技  

５ ・２９×４の筆算の仕方を考える。 

・２９×４の筆算をする。 

２位数×１位数（一の位の部分積が２桁になり百の

位に繰り上がる場合）の筆算ができる。知技  

３ １ ・３１２×３の計算の仕方を考える。 

・３１２を３００と１０と２に分けて計算す

る。 

・３１２×３の筆算をする。 

２位数×１位数の計算の仕方を基にして，３位数×

１位数（部分積が全て１桁の場合）の計算をすること

ができる。思判表  

２ ・３８６×２の筆算の仕方を考える。 

・３８６×２の筆算をする。 

３位数×１位数（部分積が２桁の場合）の筆算がで

きる。知技  

３ ・９３７×４の筆算の仕方を考える。 

・９３７×４の筆算をする。 

３位数×１位数（部分積が全て２桁の場合）の筆算

ができる。知技  

４ １ ・問題文から式を立てる。 

・様々な見方で式を読む。 

乗法の交換法則や結合法則を用いて，数や式を多面的

に考えようとしている。態度 

２ ・問題文を数直線図に表す。 

・数直前図から式を立てる。 

数直線図を用いて，「何倍にあたる数」を求めること

ができる。思判表  

３ ・問題文を数直線図に表す。 

・数直前図から式を立てる。 

数直線図を用いて，「何倍」を求めることができる。思

判表 

４ ・習熟問題を解く。 今までの学習内容を用いて，問題を解決することがで

きる。知技  

 

５．本時の学習指導（２次・２時） 

（１） 目標 

２位数×１位数の筆算の仕方について理解し，その計算をすることができる。 

（２） 本時における研究との関わり 

① 板書の構造化 

本時は，たくさんの子供たちが知っている乗法の筆算処理の「ななめにかけること」について，そのこと

の表す意味を数学的な見方・考え方を働かせて考えさせたい。今回働かせてほしい主な数学的な見方・考え

方は，「位ごとに分けて処理することの良さ」である。そのことから，「分ける」ということをキーワード

として板書に位置付ける。 

② 数学的活動の充実 

加法の筆算形式を想起させたり前時に学習した「十の位と一の位に分けて処理することで，既習の計算方

法に帰着することができる」ことを生かしたりしながら，乗法の筆算処理の「ななめにかけること」の意味

を考える活動を行う。 

③ 本時の学習内容の充実を図る「問題②」の扱い方 

本時の問題①と問題②を，以下のように設定する。 
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問題②を通して，筆算を形式的な処理とするだけではなく，処理する過程の意味の理解を深めさせたい。 

問題①の「２３×３」で，２３を２０と３に分けて考えることで「２０×３」と「３×３」となり，既習

である「何十×１位数」「１位数×１位数」に帰着して考えられるようになることを学ぶ。 

それを踏まえ，問題②では「２０×４」の筆算の仕方を考えさせる。答えは「８０」となるが，今回は正

答を求めることが主なねらいではない。問題①で学んだ筆算の仕方で考えると，問題②は「２０を２０と０

に分けて考えることで，『２０×３』と『０×３』として筆算処理をする」ということになる。 

（３） 評価規準 

被乗数を何十と１位数を併せた数とみて，２位数×１位数の筆算をすることができる。【思判表】 

評価規準（評価方法） Ａ 努力を要する児童への手立て 

２３×３の筆算を，正しい手順で計算してい

る。（問題を解いている様子，振り返り） 

２３×３の筆算は２３を２０と３に分けて

計算していることを捉え，正確に計算してい

る。 

最初に３×３，次に３×２というように，順

番に計算していくことを示す。 

（４） 展開 

学習 

過程 

学 習 活 動 指導上の留意点・授業のポイント・評価など 

導
入
 

つ
か

む
 

１
０

分
 

１ 学習課題の把握 

① 前時の学習を想起する。 

 ・２３×３＝６９ 

 ・２３＋２３＋２３とみて計算することで答えを

出すことができる。 

 ・式だけではなく，図や言葉で表現できる。 

 ・筆算でも表現できると思う。 

② 学習課題を把握する。 

 

・前時に学習した２３×３＝６９について，学習し

たことを振り返らせる。 

・２３×３は，２３を２０と３に分けて考えること

で計算することができることを振り返らせる。 

・筆算処理をしようとした児童を取り上げ，本時の

学習課題につなげる。 

展
開
 

追
究

す
る

 
１

５
分
 

２ 解決の見通し 

①筆算処理の方法を予想する。 

・３×３をして３×２をする。 

→【予習による知識】    

 ・位ごとに計算する。 

→【既習の加減計算の処理法】 

②筆算処理の根拠について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ① 問 題 ② 

「２３×３」の筆算の仕方を考えよう。 

   

 

「２０×４」の筆算の仕方を考えよう。 

   

2 3

× 3

2 3

× 3

9 ・・・ 3 ×3

6 0 ・・・ 20×3

6 9

2 0

× 4

2 0

× 4

0 ・・・ 0 ×4

8 0 ・・・ 20×4

8 0

かけ算の筆算の仕方を考えよう。 

① 板書の構造化 

・「位ごとに分けて処理することの良さ」を着目

できるキーワードを位置付ける。 

② 数学的活動の充実 

・乗法の筆算処理の「ななめにかけること」の意

味を考える活動 
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 ・たし算やひき算と同じように計算する。 

 ・分からない。 

３ 課題の解決 

①筆算処理の方法を知る。 

②３×３と２０×３が，何を示しているのか考える。 

・３×３は，一の位と３をかけている。 

 ・２０×３は，十の位と３をかけている。 

③一般化を図る。 

・３２×３＝９６ 

 

 

 

・正しい処理の仕方を教師が示す。 

・被乗数を分けて計算していることを児童自身に気

づかせたい。評価 

 

評価 

終
末

 

ま
と

め
る

 
２

０
分

 

４ 学習内容のまとめ 

 

 

 

 

 

５ 学習内容の振り返り 

① 問題②に取り組む。 

② 今日の学習を各自で振り返り，文章で書き表す。 

・２３×３の筆算は，２３を２つに分けて計算す

るという意味だということを知りました。 

・かけ算の筆算は，たし算やひき算の筆算とは違

う計算の仕方ということを知りました。 

・かけ算の筆算も，たし算やひき算の筆算と同じ

ように，最後には足すということを知りました。 

・これでかけ算の筆算ができるようになったの

で，わり算の筆算もやってみたいです。 

 

・まとめの文言は，児童の言葉をなるべく使い整理

して表現する。 

 

 

 

 

評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書の様子 

かけ算の筆算は，かけられる数を分けて計

算します。 

２３×３の筆算は，２３を２０と３に分け

て計算します。 

③ 本時の学習内容の充実を図る「問題②」の

扱い方 

・２０×４の筆算の仕方を考えよう。 
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（３）授業の実践と考察 

① 板書の構造化 

・学習課題を把握する際，前時に学習したことを振り返りながら学習課題を設定することができた。 

  ⇒前時を振り返りながら本時のまとめにつながる学習のキーワードを設定することができたため，授業

では児童の思考がぶれることなく学習を進めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 数学的活動の充実 

・23×3 の筆算の仕方について，積が 69 になることや既習の加減の筆算形式の考え方を用いながら考えさ

せることができた。 

 ⇒「斜めにかけると計算できる」という計算処理を知っていた子供もいたが，「どうしてそうするのか

根拠がない」「どうしてこれでいいの」と発言する子供もおり，23×3 の筆算の意味について話し合

うことができた。 

《前時の様子》 

23×3 を様々な方法でもとめた。たくさんの考え方が児童から出されたが，どのやり方も「23 を 20

と 3 に分ける」という共通点があり，そのことに子供たちは驚いていた。しかし A 児が，「筆算なら分

けずに計算することができる！」と発表した。そこで次時には，「筆算の仕方について教えるというこ

と」「筆算は分けて計算しているのかどうか考えるということ」を知らせ前時が終了した。 

《本時の様子》 

本時の導入では，A 児の言った「筆算なら分けずに

計算することができる！」ことについて全員で振り返

り板書に位置付けた。本時の最後に振り返る際には，

その板書に立ち返り，「筆算は分けて計算している」と

位置付けた。 

＜考察＞ 

前時の子供の「筆算は分けて計算していない」という考えを生かして課題設定をしたことで，子供たち

は筆算の仕組みに迫るための本時の学習の方向性を定めることができていた。前時の学習を振り返りなが

ら課題設定をすることは，子供たちの思考の流れに沿っており，学びの必然性を感じながら学習に入るこ

とができていた。 

本時の学習場面において手立てを講じずに筆算の仕組みを考えようとすると，子供たちの思考は「計算

処理の方法」に向かいがちである。課題設定の段階でキーワード中心に手立てを組み，数学的な見方・考

え方を働かせたことで，本時の学びの充実を図ることができたといえる。 
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③ 評価問題を解いたり身についた力を確認したりして学習の成果を実感させること 

・評価問題として「問題②」を設定した。一の位が 0 となる問題を設定し，どう分けて計算するのかを問

うた。筆算は十の位と一の位で分けて計算するということを理解しているかを評価する問題とした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（４）授業の評価 

問 題 ① 問 題 ② 

「２３×３」の筆算の仕方を考えよう。 

   

「２０×４」の筆算の仕方を考えよう。 

   

2 3

× 3

2 3

× 3

9 ・・・ 3 ×3

6 0 ・・・ 20×3

6 9

2 0

× 4

2 0

× 4

0 ・・・ 0 ×4

8 0 ・・・ 20×4

8 0

《本時の様子》 

「斜めにかける」ということが，「20×3」となって

いることに気付かせることができた。筆算でも，「分

けて」計算していることが分かったようだ。しかしそ

の仕組みに気付くまでにたくさんの時間がかかった。 

《本時の様子》 

2 問の練習問題の後に，問題②に取り組んだ。一の

位が 0 であることに戸惑っている児童が数名いたが，

友達の発表を聞き解決した。しかし，「10×4」「10×

4」「0×4」と分けた児童がいたため，次時にこの考え

方について考えることにした。 

＜考察＞ 

23×3 の筆算形式について考えるにあたって，加法の筆算形式と比較して考えようとしていた。位ごと

に分けて計算することに気付くためにも有効だと考えたが，子供たちは加法の筆算形式から乗法の筆算形

式の仕組みに気付くことはなかった。乗法の筆算形式を理解した後に加法の筆算形式の考え方を統合的に

考えることができたことは，学びの充実にとって有効だったといえる。 

 

＜考察＞ 

ほとんどの子供たちは十の位と一の位に分けて考えようとしていた。そのため，本時で学んだ「位ご

とに分けて計算すること」を理解していたといえる。しかし，中には「20」を「10と 10」に分けた子も

いた。これは，筆算形式の仕組みとしては誤りであり，本時で学んだことを生かせている姿とはいえな

い。この子は，本時の学習を振り返らせながら考えさせることができれば解決できていたかもしれない。 
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参観した教師による評価（公開授業参観後に記入・提出） 

  ・子供たちが疑問をもった場面は，学習展開の中でかなり有効だった。あとは途中であっても，今日分か

ってほしい内容を伝えて自分で解決する時間が確保できればよかったように思います。（中学校教諭） 

   → 本時の数学的活動の中で，「斜めにかけること」に疑問をもちその根拠を求める場面では，全員でそ

の仕組みを考えようとしていた。それぞれの子供がそれぞれの数学的な見方・考え方を働かせ，筆算

処理の方法に迫ろうとしていた。しかし，考える時間を長く取りすぎてしまったことで，子供たちの

思考活動が停滞したり後半の時間が少なくなってしまったりした。 

 

  ・どの子供たちも積極的に発言したり他の友達の意見を聞いたりして，思い返しながらできていたので良

かったと思います。（中学校教諭） 

   → 様々な場面で子供たちが振り返りながら本時の学習活動を進めることができた。 

 

  ・「分ける・分けない」で子供たちもいっぱい思考し，先生もしっかり待ちの姿勢でじっくり考えさせてい

て素晴らしかったです。数人が思考したことを発表する場面で①前時のまとめ②位への着目の支援があ

れば，斜めにかける意味が分かったかもしれません。また，まとめに言葉以外に式も入れてあげると学習

の成果をさらに実感できたかもしれません。（小学校教諭） 

   → 子供たちが数学的な見方・考え方を働かせている時の手立てを組むことで，数学的活動をより充実

できたかもしれない。 

 

  ・「考え方」「処理」「話合い」この時間の分量を，バランスよく配合したいですね。話合いが多すぎて，処

理の「できた」という喜びを味わわせる時間が少なかったのが残念でした。（町教委） 

   → 本時は話合い活動が多かった。後半の時間を充実させることで，より学びの充実を図ることができ

たと考える。 

 

  ・キーワードをどこに置くか工夫していました。キーワードをどんどん活用させていくと振り返りに生き

てくると思いました。（小学校校長） 

   → キーワードを板書に位置付けたことで，様々な子供にとっての配慮となり，学びの充実を図ること

にとって有効に機能したと考える。数学的な見方・考え方を働かせることを促すことができた。 

 

授業者による評価（授業・研究会を終えて） 

・本時の学習だけを考えるのではなく，前時の学習を踏まえながら本時に学習する計画を立てたことで，

本時の子供たちの学びを，スムーズにつなげたり深めたりすることができた。 

・「斜めにかける」ことを発見させることに時間をかけすぎたため，本時の目標である「その計算をするこ

とができる」を達成させる手立てが十分ではなかった。 

 ・問題②では，「１０×４」「１０×４」「０×４」と分けて考える児童がいた。これだけでは本時で扱った

筆算処理としては間違いである。こう考えた理由を説明させることが本時ではできなかったが，扱う時間

を確保できれば，間違いを修正したり「分けて考えること」について理解を深めたりすることができたと

思う。 



17 

 

Ⅳ 本研究のまとめ 

１ 本研究を振り返って 

 

本研究主題は次の通りである。 

 

 

 

 

本研究主題における「学びの充実」は次の通りであった。 

 

 

 

この「学びの充実」について，「数学的な見方・考え方」と「振り返り」を関わらせた本研究の成果について

振り返る。 

 

「数学的な見方・考え方」は次の通りであった。 

 

 

本実践は，乗法の筆算形式の仕組みについて考えることだったが，前時の学習のつながりから「筆算の仕組

みを考える」という学習対象からぶれずに，最後まで考え抜くことができた。課題設定の段階で，数学的な見

方をよりよく働かせた成果だと考える。 

また，「斜めにかけること」の意味について根拠を考えることから，加法の筆算形式の処理の過程と統合的に

考えたことで，「学びの充実」に迫ることができたと考える。「位ごとに分けて考えること」については，加法

でも乗法でも筆算形式は共通している，ということに迫ることができた。授業の後半に時間をかけることがで

きなくなってしまったが，時間があれば減法の筆算形式も取り上げて比較することで，「筆算というものは，位

ごとに分けて計算する処理法である」というところまで統合的に考えることができたと思われる。そこから未

習事項である除法の筆算形式などにも関心をもつなど，子供たちの数学的な見方・考え方を育てることにもつ

いながっていくのではないだろうか。 

本実践では，子供たちは様々なことを「振り返り」ながら学習活動を進めていた。学習課題を設定する場面

では，前時の学習で扱った「23×3 は分けて計算すると解くことができる」「筆算は分けて計算していない」と

いうことを振り返りながら，数学的な見方・考え方を働かせて本時の学習の方向性を見出すことができた。本

時の数学的活動であった乗法の筆算の仕組みを考える場面では，加法の筆算形式の仕組みを振り返り，「位ごと

に分けて考えること」を統合的に考えることができた。問題②を解く場面では，一の位の「0」に戸惑いながら

も，本時に学習した「位ごとに分けて考えること」を振り返りながら，0×4 と考えてよいと判断したり根拠を

もって説明したりすることができた。様々な場面で振り返りながら学習活動を進めたことで，より「学びの充

実」に迫ることができたと考える。 

 

 

算数・数学授業の中で，「知識・技能」が構造化されたり身体化されたりして高度化し，学習したこと

を生活や社会の中で発揮できるよう駆動している状態になるような学習活動を行うこと 

算数・数学の既習事項を基に対象を捉え，その対象に迫るための思考の進め方や方向性のこと 

学びの充実にむけた算数授業の一考察 

～数学的な見方・考え方と振り返りを関わらせて～ 
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矢巾町教育研究所算数・数学部会で位置付けて研究している 3 つの視点について振り返り，「学びの充実」

についての成果を考える。 

「板書の構造化」の視点として，「分ける」ということをキーワードとして板書に位置付けた。板書に位置

付けることは，子供に捉えてほしいことや使ってほしいことなどの大切なことを残すのが基本である。数学的

な見方・考え方に関する内容を板書に位置付けることで，本時の学習の方向性が定められることが分かった。

子供たちが同じ方向を向いて学習することは，本時の学習の質を左右する重要なことである。学習した知識を，

全員で同じ方向に「駆動」させて考えること，課題設定は，「数学的な見方・考え方を働かせた活動」とする

ことの重要性を感じた。 

「数学的活動の充実」では，子供たちの話合いを中心に行ったことで，徹底して乗法の筆算形式と向き合う

ことができたと思う。その結果，加法の筆算形式と統合的に考えることができたことは，「学びの充実」の中の

「知識の構造化」を図ることができたといえる。しかし，話し合う時間が長すぎたことで子供たちの思考が停

滞してしまったので，指導者が話合いを積極的にコントロールすることも必要であると感じた。45 分の授業で

どこに辿り着くかを頭に入れ，コントロールしていきたい。子供たちが，自由に無制限に思考することではな

いと改めて感じることができた。 

「評価問題を解いたり身についた力を確認したりして学習の成果を実感させること」で扱った問題②は，有

効に機能した。問題①で学んだ概念を統合的・発展的に考えることができた。また，「10×4」「10×4」「0×

4」と分けて考えた子も，他の子の説明を聞いて考え方を修正することができた。間違えた考えも，数学的な見

方・考え方を働かせる場面となり，間違えた子にとっても説明した子にとっても，そのやりとりを聞いたこに

とっても，知識を駆動させて自分の中の概念をつくり上げた場面となった。 

 

２ 終わりに 

数学的な見方・考え方と振り返りに着目して，算数授業を研究したことで，新学習指導要領の目指す算数・数

学授業に対する理解が深まったと感じている。これからの算数・数学が目指す授業の在り方は，これまでと全く

違う授業なのではなく，「今まで大切にしてきた考え方をこれからも大切にしていく」といえるのではないだろ

うか。目の前の子供たちに予測が困難な時代を切り拓く力を付けられるよう，自分自身が指導者としての力を付

けるための研鑽を重ねたい。 

 

 

引用・参考文献 
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・国立教育政策研究所（2016）国研ライブラリー資質・能力 東洋館出版社 

・盛山隆雄他（2018）数学的な見方・考え方を働かせる算数授業 明治図書出版 

・田村学(2018) 深い学び 東洋館出版社 
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【平成 30 年度矢巾町教育研究所算数・数学部会 実践の概要】 

１ 板書の構造化を図ること 

（１） 学習プロセスを明示する 

（２） 学習の見通しをもたせる 

（３） 構造化された板書を残す 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数学的活動の工夫 

（１） 手立てを工夫した数学的活動 

（２） 学習形態を工夫した数学的活動 

（３） その他の数学的活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 習熟の内容・時間の設定 

（１） 評価問題で学習の成果を実感させる 

（２） 学習感想で学習の成果を実感させる 

 

 

 

 

○ 導入で前時の問題を解き，本時との違い，本時の課

題をしっかり確認したことで，個別の支援なく自力解

決を行うことができた。 

〇 見通しをもたせることで，証明に対する抵抗感を減

らすことができたり話題を絞った子供たちの話し合い

を展開することができたりした。 

● 時間のかけ方，子供にとっての考えがいのある課題

であったかを吟味する必要がある。 

○ 振り返りの視点を与えることで，自分の学び

をまとめたり友達との交流のよさを実感させ

たりすることができた。 

〇 振り返りを言わせたことで，言葉を補い合

いながらまとめの文言を作り上げることがで

きた。 

● 学びを価値づけたり子供にとって有用感を

得させたりできるような振り返りの在り方を

引き続き考える。 

〇 今まで学んだ図形の性質や三角形の合同条件を紙

板書として掲示しておくことで，子供たちはそれを

見ながら問題に取り組むことが出来ていた。 

〇 ペアやグループでの交流により，はじめは取り組

めなかった子供も理解することができたり，分かり

やすく説明しようとする相手意識をもって考えさせ

たりすることができた。 

● ペアやグループ，全体で交流する学習を設定する

場合は，何のために行うのか明確な目的意識をもた

せないと，ただ発表し合うだけで終わってしまう。 

● 話型に沿った伝達，話し手と聞き手のやり取りの

スキルなど，様々な配慮が必要になってくる。 

 

〇成果   ●課題 
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１—（１） 学習プロセスを明示する 

＜事例ⅰ 本時の学習計画を板書に位置付ける＞ 

・学習プロセスを示す（指導段階の可視化） 

・「今日の流れ」，「学習課題」，「まとめ」など，全校で統一して表示している。 

・本時の授業では，これまでの授業で 2 次方程式の解き方が，3 つの解き方にまとめたので，解き方を

確認し，様々な形の式を出し，最後は自力解決する流れを確認した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「見出す」「調べる」「深める」「まとめる」の学習プロセスを表示し，板書が見やすく，分かりやすく

なるよう心がけた。 

・板書は学習課題，プロセス，学習のまとめまでを板書に収めるようした。 
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１—（２） 学習の見通しをもたせる 

＜事例ⅰ 前時の振り返り＞ 

・学習課題を把握する際，前時に学習したことを振り返りながら学習課題を設定することができた。 

 ⇒前時を振り返りながら本時のまとめにつながる学習のキーワードを設定することができたため，授

業では子供の思考がぶれることなく学習を進めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

＜事例ⅱ 子供の主体性＞ 

・ｎ角形の内角の和の表し方について，子供に見つけさせることによって，学習課題の解決に向けて学

習内容の見通しを持たせるように心がけた。 

 

＜事例ⅲ 実物を用いた比例関係の提示＞ 

・導入は簡潔に行った。求めたい数量と「関係のある数量」を観察することにより，求めたい数量を求

めていくという関数の考え方を確認するため，導入段階では重さを提示しなかった。 

・実際にシュレッダーのゴミを見せることにより，問題のイメージをつかめるようにした。 

・重さが 2 倍，3 倍になれば枚数も 2 倍，3 倍になることを確認し，比例の関係を使えば解決できそう

なことを確認した。 

 

＜事例ⅳ 視覚的な見通しの手立て＞ 

・本時の学習のゴールを明確にし，三角形の合同を判断するために，どのように今まで学んだ図形の性

質を使うのかを判断させていくのかを意識した。 

・今まで学んだ図形の性質や合同条件を紙板書として提示することで，視覚的にも考えるためのよりど

ころとなる部分を明確にした。 

・見通しとして，手順を明確に意図することで，苦手な子供でも取り組むことが出来るよう意識した。 

 

《前時の様子》 

２３×３を様々な方法でもとめた。たくさんの考え方が子供から出されたが，どのやり方も「２

３を２０と３に分ける」という共通点があり，そのことに子供たちは驚いていた。しかし A 児が，

「筆算なら分けずに計算することができる！」と発表した。そこで次時には，「筆算について教え

るということ」「筆算は分けて計算しているのかどうか考えるということ」を知らせ前時が終了し

た。 

《本時の様子》 

本時の導入では，A 児の言った「筆算なら分けずに計算するこ

とができる！」ことについて全員で振り返り板書に位置付けた。

本時の最後に振り返る際には，その板書に立ち返り，「筆算は分け

て計算している」と位置付けた。 
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１—（３） 構造化された板書を残す 

＜事例ⅰ キーワードの色分け＞ 

・子供が学びの流れを見通して学習に取り組むことができるよう，初めから学習過程の段階を提示する。 

・適用問題や振り返りで活用できるよう，ポイントとなるところやキーワードを色分けする。 

 

 

＜事例ⅱ 思考の流れに沿って＞ 

・前時想起から授業に入り，板書で前時と本時の違いを明確にし，「どのように自力解決していったの

か」「何がわかるようになったのか」「何ができるようになったのか」がわかる板書を構成する。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前時との違いを視覚

的に明らかにし，本時

の課題に結び付けて

いく。 

 

「一の位が引けないときは，

十の位から。十の位が引けな

いときは百の位から繰り下げ

て計算する。」というまとめだ

けでなく，どのように自力解

決をしたのかがわかるように

する。 

 

十の位だけでなく，

一の位もひけない。

どこから計算する？ 

【実際の板書】 

前時の問題からどの

ように解決したかを

明らかにする。 

十の位が引けないと

きは百の位から繰り

下げて計算する。 
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２—（１） 手立てを工夫した数学的活動 

＜事例ⅰ 解決方法の指示・選択＞ 

・自力解決の方法は，相手に分かりやすく自分の考えを説明できるように図・式・模擬貨幣・言葉から

選択させる。 

・机間指導を行い，数名の子供には式や表，グラフを使っての解き方にも挑戦させた。 

 

＜事例ⅱ ヒントカード＞ 

・自力解決の手順が分からないまま時間が過ぎてしまわないように，まず初めに何をするかがつかめな

い子供には，ヒントカード①を参考に，自力解決を進めていけるようにする。 

・どのような手順で自力解決をしていくかが分かるように，ヒントカード②を参考に，数字を入れなが

ら自分のノートに自力解決した方法を書く。 

 

 

                           

 

 

 

 

     

  

【ヒントカード①】           【ヒントカード②】 

 

・ペア学習で，自力解決からどのように答えを導いたかが伝えられない子供には，ヒントカード②をも

とに，考えた解決の方法を伝えられるようにする。 

・全体交流では，再度，全員でどのように自力解決していったかを唱えながらまとめにつなげていく。 

 

＜事例ⅲ ひな形の提示＞ 

・２次方程式の式の形で解き方を判断できない子供には，紙板書で型を明示する。 

 

 

    

 

 

 

・自分の考えを，説明の話形「説明の松田君」を 

もとに話すことができるようにした。 

 

 

「まず，○○○である。」 

「つぎに，○○○である。」 

「だから，○○○となる。」 
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２—（２） 学習形態を工夫した数学的活動 

＜事例ⅰ 個人→ペア→全体＞ 

・自力解決→ペア交流→全体交流を行い，多様な考えを説明し合ったり，それぞれの共通点に気付かせ

たりしながら，お互いの考えのよさを共有することで考えを深めさせる。 

 

＜事例ⅱ ペア→グループ→全体＞ 

・ペア，グループ，全体での交流を行った。また，友だちの考えを聞いた後にその解き方を再度問いか

けることで，自分の考え以外の解き方についても理解させるようにした。 

・個人で考えた後，隣の人に説明する時間を取り，３～４人で話し合って問題を解決する時間を確保し

た。その後全体で発表，確認した。 

 

＜事例ⅲ グループ＞ 

・各班で発表されたものの中で共通点や相違点を探る【共有化】 
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２—（３） その他の数学的活動 

＜事例ⅰ 処理の意味を考える＞ 

・２３×３の筆算の仕方について，積が６９になることや既習の加減の筆算形式の考え方を用いながら

考えさせることができた。 

⇒「斜めにかけると計算できる」という計算処理を知っていた子供もいたが，「どうしてそうするの

か根拠がない」「どうしてこれでいいの」と発言する子供もおり，２３×３の筆算の意味について

話し合うことができた。 

 

 

＜事例ⅱ 複数の数学的活動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事例ⅲ 証明の方針を考えさせる＞ 

・証明の書き方ではなく，証明の方針を立てることを活動にした。 

＜図 1＞                   ＜図 2＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「図 1 のような二等辺三角形では，∠A の二等分線が底辺を垂直に 2等分することがいえた

が，図 2 のように点 A を動かしたらどうなるか」と問い，底辺は垂直にも 2等分にもならな

いことを確認した後，AB:AC＝BD:DC になることを課題として設定した。結論から言える

こと，仮定からいえることを確認し，既習事項から使えそうなことをお互いに話し合いなが

ら，証明の方針を立てることをねらった。 

《本時の様子》 

「斜めにかける」ということが，「２０×３」となっているこ

とに気付かせることができた。筆算でも，やはり「分けて」計

算していることが分かったようだ。しかし，その仕組みに気付

くまでにたくさんの時間がかかった。 

はじめは，教師主導で行い，なぜ合同条件が成り立つのかを確認させた。次に，条件不足

の問題を提示することで，合同条件と結びつけるために等しいと言えるところ，その根拠を

考えさせた。周りと自分の意見を比較できる場を意図的につくることで，一度では不十分だ

った子供も根拠を考えたり説明しようとしたりすることができていた。しかし，言葉で言う

ことはできても書くことが出来ない子供も少なからずいた。考えることはできていても書き

方が分からない子供のため，事前にどこまで書けばよいのか，どのように書けばよいのかの

例を提示できれば，二極化せず習熟できたと考える。 
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３—（１） 評価問題で学習の成果を実感させる 

＜事例ⅰ 問題②＞ 

・評価問題として「問題② 1」を設定した。一の位が０となる問題を設定し，どう分けて計算するのか

を問うた。筆算は十の位と一の位で分けて計算するということを理解しているかを評価する問題とした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

＜事例ⅱ 到達度別の問題＞ 

・自力解決で行った方法の「たしかめ」として，問題

を２問解き，自力解決の方法を確かめる。 

・評価問題（練習問題）は，３問は全員がクリアを目

標に，５問は８割の子供，最後の２問はチャレンジ問

題として意欲の喚起と位に気を付けて正しく筆算を

書くことを目標に取り組ませる。 

・練習問題は，どのようにして答えを導いたかを１問

１問確認しながら，本時の目標（3位数－2位数の筆算の仕方を理解し，その計算ができる）が達成で

きるようにする。 

 

＜事例ⅲ＞ 

 

                                                    

 

 

 

                                                  

1 岩手大学教育学部附属小学校算数科研究部が提案している学習問題の形式の一つ。導入問題である

「問題①」で創造した概念，原理法則，処理法の妥当性を検討して一般化を図ったり，本時で学習した

ことを統合的・発展的に考えたりすることをねらって設定される。詳細は，「岩手大学教育学部附属小

学校教育研究会研究紀要第３１～３３集」を参照のこと。 

問 題 ① 問 題 ② 

「２３×３」の筆算の仕方を考えよう。 

   

「２０×４」の筆算の仕方を考えよう。 

   

2 3

× 3

2 3

× 3

9 ・・・ 3 ×3

6 0 ・・・ 20×3

6 9

2 0

× 4

2 0

× 4

0 ・・・ 0 ×4

8 0 ・・・ 20×4

8 0

２問の練習問題の後に，問題②に取り組んだ。一の位が０である

ことに戸惑っている子供が数名いたが，友達の発表を聞き解決し

た。しかし，「１０×４」「１０×４」「０×４」と分けた子供がい

たため，次時にこの考え方について考えることにした。 

まとめ 

評価問題を解

いている 
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３—（２） 学習感想で学習の成果を実感させる 

＜事例ⅰ 学習記録シートの活用＞ 

・毎時間，学習記録シート（クリカ A）に，分かったこと，分からなかったこと，感想等を記入し，授

業のふり返りをしている。質問や分からなかったことを書いてきた子供には，クリカ A に解説を書い

たり，個別に呼んで指導したりした。 

 

＜事例ⅱ＞ 

 

 

 

 

 

 

実際の子供の振り返り 

 

＜事例ⅲ 板書で価値づけ→学習感想＞ 

・板書を使いながら，学習の価値付けを行ったあとで，授業を通してできるようになったことや，学ん

だことを子供自身の言葉で記述させた。 

・どの合同条件を使うのかということや，今まで学んだ図形の性質を利用することは理解できているよ

うだが，結びつけるための根拠を探すことが難しく感じた子供が多かった。 

・グループ内での意見交換や確認する時間を十分に確保することができなかったため，習熟度に差がで

きてしまった。 

・本時の内容は，繰り返し行うことでやり方を理解し考えを深めることができる学習であったため，習

熟の時間の取り方に工夫が必要であると感じた。 

 

＜事例ⅳ 複数の振り返り＞ 

・評価問題は，本時で使った考え方を活用できているか見取ることができるよう，問題の解き方をペア

で説明し合う。 

・「振り返り」では，自分が分かったこと，友達との交流で分かったこと，次時への学習への意欲の中

から選んで書く。 

・全体に広めたい内容や使わせたい言葉を書いている振り返りを発表させる。 

 

A：小学校の時と中学校の時で違ったやり方に見えたが，どちらも比例の考え方を使ってい

ることがわかった。 

B：袋の重さやインクの重さもあるので実際にはうまくいかないのではないか。 

C：1 枚の重さを求めなくても 500 枚の時の何倍かを求めればうまくいくことがわかった。 

D：表やグラフを使うよりも計算の方が簡単だった。 


